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日
本
に
登
山
を
根
付
か
せ
た
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
ェ
ス
ト
ン
（
一
八
六
一−

一
九
四
〇
） 

 

宗
教
行
事
で
あ
っ
た
日
本
の
登
山 

  

一
九
二
四
年
に
エ
ベ
レ
ス
ト
の
頂
上
を
目
指
す
イ
ギ
リ
ス
の
遠
征
の
隊
員
と
し
て
参
加
し
、
頂
上

付
近
で
消
息
不
明
と
な
っ
た
Ｇ
・
マ
ロ
リ
ー
は
生
前
に
「
な
ぜ
エ
ベ
レ
ス
ト
を
目
指
し
た
の
か
」
と

質
問
さ
れ
た
と
き
、
「
そ
こ
に
エ
ベ
レ
ス
ト
が
存
在
す
る
か
ら
」
と
い
う
有
名
な
返
答
を
し
た
こ
と

が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
言
葉
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
西
欧
社
会
の
登
山
は
未
開
の
土
地
を
探

検
す
る
の
と
同
様
に
、
未
踏
の
高
山
に
挑
戦
す
る
と
い
う
こ
と
を
目
標
と
し
て
き
ま
し
た
。 

  

一
方
、
日
本
で
は
多
数
の
山
々
は
山
岳
全
体
が
神
体
で
あ
り
、
そ
れ
を
山
麓
の
里
山
と
背
後
の
奥

山
に
区
分
し
、
里
山
は
植
物
を
採
集
し
、
動
物
を
狩
猟
す
る
場
所
と
し
て
人
々
が
日
常
生
活
で
利
用

す
る
一
方
、
奥
山
は
神
聖
な
空
間
と
し
て
山
頂
に
は
神
社
を
造
営
し
、
特
別
の
時
期
に
だ
け
入
山
し

て
参
拝
す
る
場
所
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
山
麓
に
は
拝
殿
を
造
営
し
、
日
常
は
山
麓
で
参

拝
す
る
と
い
う
の
が
日
本
の
伝
統
で
し
た
。
こ
の
伝
統
が
現
在
で
も
存
続
し
て
い
る
山
々
は
多
数
存

在
し
ま
す
。 

  

筆
者
は
山
形
の
出
羽
三
山
で
出
羽
修
験
を
何
度
か
体
験 

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
早
朝
に
谷
川
で
沐
浴
し
て
白 

衣
の
装
束
に
着
替
え
、
最
初
に
羽
黒
山
頂
に
あ
る
出
羽
三 

山
神
社
に
参
拝
、
そ
こ
か
ら
登
頂
し
て
月
山
山
頂
に
あ
る 

月
山
神
社
本
宮
（
図
１
）
に
参
拝
し
、
最
後
に
湯
殿
山
神 

社
本
宮
に
参
拝
す
る
と
い
う
行
程
で
し
た
。
か
つ
て
は
女 

人
禁
制
で
し
た
。
こ
れ
ら
は
出
羽
三
山
だ
け
の
伝
統
で
は 

な
く
、
日
本
の
高
山
の
大
半
が
神
々
の
存
在
す
る
特
別
な 

空
間
と
し
て
、
こ
の
よ
う
に
維
持
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

図１ 月山神社本宮 
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と
こ
ろ
が
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
西
洋
の
人
々
が
日
本
に
滞
在
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
伝
統

が
崩
壊
し
て
い
き
ま
す
。
一
例
と
し
て
一
八
五
九
（
安
政
六
）
年
に
来
日
、
初
代
駐
日
公
使
と
な
っ

た
イ
ギ
リ
ス
の
Ｒ
・
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
は
日
本
国
内
を
自
由
に
旅
行
す
る
特
権
を
誇
示
す
る
こ
と
も
目

的
に
、
翌
年
九
月
に
富
士
登
山
を
実
行
し
ま
す
。
山
頂
で
は
火
口
に
礼
砲
を
発
射
、
イ
ギ
リ
ス
国
歌

を
斉
唱
、
女
王
陛
下
を
祝
福
し
て
シ
ャ
ン
パ
ン
で
乾
杯
す
る
な
ど
、
日
本
の
伝
統
を
無
視
す
る
よ
う

な
登
山
で
し
た
。 

  

来
日
し
た
外
人
が
打
破
し
た
日
本
の
伝
統
は
登
山
の
目
的
だ
け
で
は
な
く
、
女
性
の
登
山
を
可
能

に
し
た
こ
と
で
す
。
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
の
後
任
と
し
て
一
八
六
五
年
か
ら
駐
日
大
使
に
な
っ
た
Ｈ
・
パ

ー
ク
ス
は
一
八
六
七
（
慶
応
三
）
年
に
夫
人
を
同
伴
し
て
富
士
登
山
を
し
ま
す
。
そ
れ
ま
で
干
支
が

六
〇
年
に
一
度
の
庚
申
の
年
に
の
み
、
日
本
の
女
性
も
中
腹
ま
で
登
山
を
許
可
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

パ
ー
ク
ス
夫
人
の
登
山
を
契
機
に
、
明
治
政
府
は
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
に
女
人
禁
制
を
解
除
し

ま
す
。 

 

登
山
を
ス
ポ
ー
ツ
に
し
た
英
国
男
性 

  

こ
の
よ
う
な
時
代
の
変
化
を
背
景
に
、
そ
れ
ま
で
宗
教
行
事
で
あ
っ
た
日
本
の
登
山
を
ス
ポ
ー
ツ

に
変
化
さ
せ
た
イ
ギ
リ
ス
の
男
性
が
登
場
し
ま
し
た
。
そ
の
人
物
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
ェ
ス
ト
ン
を
紹

介
し
ま
す
。
ウ
ェ
ス
ト
ン
は
日
本
で
は
江
戸
末
期
に
な
る
一
八
六
一
年
に
イ
ギ
リ
ス
中
部
の
都
市
ダ

ー
ビ
ー
に
工
場
を
経
営
す
る
家
庭
の
六
男
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
地
元
の
学
校
で
初
等
教
育
を
修

了
し
て
か
ら
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
ク
レ
ア
・
カ
レ
ッ
ジ
に
入
学
し
、
学
士
の
称
号
を
獲
得
し
て
い
ま

す
。 

  

そ
こ
を
修
了
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
の
一
派
で
あ
る
ア
ン
グ
リ
カ
ン
・
チ
ャ
ー
チ
の
司
祭
と

な
り
、
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
か
ら
宣
教
師
と
し
て
日
本
に
派
遣
さ

れ
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
の
汽
船
「
ロ
ン
バ
ー
デ
ィ
」
に
乗
船
し
て
長
崎
に
到
着
し
、
そ
こ
か
ら
一
旦
、

大
阪
に
移
動
し
て
、
再
度
、
長
崎
、
熊
本
を
経
由
し
て
翌
年
一
二
月
に
神
戸
に
到
着
し
て
ユ
ニ
オ
ン

チ
ャ
ー
チ
の
牧
師
に
就
任
し
ま
す
が
、
そ
の
本
業
よ
り
も
熱
中
し
た
の
が
登
山
で
し
た
。 

  

イ
ギ
リ
ス
本
国
に
は
高
山
が
な
く
、
最
高
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ハ
イ
ラ
ン
ド
地
方
に
あ
る
標
高

一
三
四
四
メ
ー
ト
ル
の
ペ
ン
・
ネ
ヴ
ィ
ス
で
あ
る
た
め
、
登
山
に
興
味
の
あ
る
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の

人
々
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
ル
プ
ス
を
目
指
す
の
が
一
般
で
し
た
。
ウ
ェ
ス
ト
ン
も
来
日
す
る
以
前
の
一

八
八
五
年
か
ら
八
六
年
に
か
け
て
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
や
ヴ
ェ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
な
ど
に
登
頂
し
て
い

ま
し
た
し
、
学
校
で
は
マ
イ
ル
競
走
で
学
校
記
録
を
樹
立
す
る
ほ
ど
の
運
動
能
力
も
発
揮
し
て
い
ま

し
た
。 

 

そ
の
よ
う
な
ウ
ェ
ス
ト
ン
に
と
っ
て
各
地
に
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
高
山
が
存
在
す
る
日
本

は
魅
力
あ
る
国
土
で
し
た
。
神
戸
に
定
住
し
た
翌
年
の
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
に
九
州
の
阿
蘇

山
、
祖
母
山
、
霧
島
山
、
日
光
の
白
根
山
、
さ
ら
に
富
士
山
に
も
登
頂
し
て
い
ま
す
。
以
後
も
、
九
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四
（
明
治
二
七
）
年
に
一
旦
帰
国
す
る
ま
で
の
五
年
間
に
、
富
士
山
に
二
度
、
北
ア
ル
プ
ス
の
槍
ヶ

岳
に
二
度
、
笠
ケ
岳
に
三
度
、
常
念
岳
、
乗
鞍
岳
、
白
馬
岳
、
南
ア
ル
プ
ス
の
赤
石
岳
な
ど
三
三
座

に
登
山
し
て
い
ま
す
。 

  

驚
嘆
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
れ
ら
三
三
座
の
う
ち
、
外
国
の
人
間
と
し
て
最
初
に
登
頂
し
た
高
山
が

九
座
も
あ
る
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
実
績
が
評
価
さ
れ
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
は
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）

年
に
イ
ギ
リ
ス
山
岳
会
「
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
ブ
」
に
入
会
が
許
可
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
申
請
書
類
に

は
九
〇
年
か
ら
九
二
年
に
か
け
て
の
三
年
間
に
日
本
で
登
頂
し
た
一
六
の
山
々
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
富
士
山
に
は
毎
年
一
回
登
山
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
一
回
は
残
雪
の
あ
る
五
月
の
登
頂
で
す
。 

 

一
旦
帰
国
し
て
結
婚 

  

こ
の
よ
う
に
本
業
の
布
教
よ
り
も
登
山
に
熱
中
す
る
ウ
ェ
ス
ト
ン
を
懸
念
し
た
文
書
が
存
在
し

ま
す
。
日
本
で
の
布
教
の
責
任
者
で
あ
る
日
本
聖
公
会
の
Ｗ
・
オ
ー
ド
レ
イ
主
教
が
一
九
〇
二
（
明

治
三
五
）
年
一
月
に
イ
ギ
リ
ス
の
本
部
に
発
送
し
た
手
紙
に
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
が
登
山
の
た
め
に
頻
繁

に
休
暇
を
取
得
す
る
の
で
信
者
が
不
満
を
表
明
し
て
い
る
と
記
載
し
、
文
末
に
、
結
婚
す
れ
ば
人
間

は
変
化
し
成
長
す
る
だ
ろ
う
と
希
望
を
陳
述
し
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
れ
が
完
全
な
裏
目
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。 

  

ウ
ェ
ス
ト
ン
は
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
一
〇
月
に
一
旦
イ
ギ
リ
ス
に
帰
国
し
、
会
員
と
な
っ

て
い
る
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
ブ
で
「
日
本
ア
ル
プ
ス
登
山
と
山
岳
信
仰
」
に
つ
い
て
講
演
を
す
る
と
と

も
に
、
相
変
わ
ら
ず
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
ル
プ
ス
の
ア
イ
ガ
ー
・
ヨ
ッ
ホ
な
ど
に
登
山
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
に
貴
族
の
家
庭
の
次
女
で
一
〇
歳
年
下
の
フ
ラ
ン
シ
ス
・
エ
ミ

リ
ー
と
結
婚
し
ま
し
た
。
父
親
は
イ
ギ
リ
ス
の
鉄
道
や
ア
フ
リ
カ
の
鉄
橋
を
建
設
し
た
技
師
で
し
た
。 

  

と
こ
ろ
が
夫
人
は
前
述
の
オ
ー
ド
レ
イ
主
教
の
期
待
を
完
全
に
裏
切
る
女
性
で
し
た
。
そ
も
そ
も

二
人
が
出
会
っ
た
の
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
ル
プ
ス
の
名
峰
ヴ
ェ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
の
登
山
の
途
中
で
あ

り
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
以
上
の
山
登
り
の
達
人
で
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
も
こ
な
す
女
性
だ
っ
た
の
で
す
。

二
人
は
大
西
洋
を
経
由
し
て
ア
メ
リ
カ
大
陸
を
鉄
道
で
横
断
、
カ
ナ
ダ
の
ヴ
ァ
ン
ク
ー
バ
ー
か
ら
汽

船
で
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
六
月
に
横
浜
に
到
着
し
、
そ
こ
で
新
婚
生
活
を
開
始
し
ま
す
。 

  

二
人
は
早
速
、
七
月
に
富
士
登
山
を
し
ま
す
が
、
こ
の
と
き
は
大
人
し
い
登
山
で
し
た
。
と
こ
ろ

が
二
年
後
の
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
に
夫
婦
で
山
梨
県
側
の
富
士
吉
田
か
ら
登
山
し
、
頂
上
か

ら
一
七
〇
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
噴
火
口
の
底
部
ま
で
降
り
て
い
ま
す
。
周
囲
を
一
巡
す
る
「
お
鉢
巡
り
」

だ
け
で
も
一
時
間
半
は
か
か
る
難
行
で
す
が
、
こ
れ
は
さ
ら
に
大
変
で
、
富
士
浅
間
神
社
の
神
主
が

「
噴
火
口
の
秘
密
を
探
査
し
た
最
初
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
女
性
」
と
し
て
メ
ダ
ル
を
贈
呈
し
た
ほ
ど
の
快

挙
で
し
た
。 
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一
九
九
六
年
に
豊
田
市
で
「
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
み
た
明
治
・
大
正
の
日
本
」
と
い
う
催
事
が
開
催
さ

れ
、
一
枚
の
写
真
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
長
野
の
戸
隠
山
の
「
蟻
の
門
渡
り
」（
図
２
）
は
両
側
が

絶
壁
で
何
人
も
が
転
落
死
し
て
い
る
難
所
で
す
が
、
そ
こ
に
ロ
ン
グ
ス
カ
ー
ト
の
女
性
が
立
っ
て
い

る
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
の
写
真
で
す
。
ウ
ェ
ス
ト
ン
が
撮
影
し
た
夫
人
の
雄
姿
で
す
が
、
こ

の
写
真
の
発
見
を
契
機
に
戸
隠
村
（
現
在
は
長
野
市
の
一
部
）
で
「
ミ
セ
ス
・
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
」
が

開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

 
 

 
 

四
年
間
で
一
六
座
に
登
頂 

  

こ
の
よ
う
な
登
山
能
力
の
あ
る
女
性
と
と
も
に
ウ
ェ
ス
ト
ン
は
一
旦
帰
国
す
る
一
九
〇
五
（
明
治

三
八
）
年
ま
で
に
一
六
座
の
山
々
に
登
頂
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
案
内
し
て
く
れ
る
地
元
の
人
々
の

支
援
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
が
、
最
大
に
貢
献
し
た
の
は
上
高
地
の
猟
師
で
依
頼
さ
れ
れ
ば
山
案
内
人

も
し
て
い
た
上
条
嘉
門
次
で
す
。
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
に
ウ
ェ
ス
ト
ン
夫
妻
が
上
高
地
か
ら
飛

騨
山
脈
の
山
々
に
登
山
す
る
と
き
に
案
内
し
、
夫
妻
と
と
も
に
河
童
橋
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
が
現
存

し
て
い
ま
す
。 

  

夫
妻
は
一
九
〇
五
年
に
帰
国
し
ま
す
が
、
一
一
（
明
治
四
四
）
年
に
再
度
来
日
し
、
一
五
（
大
正

四
）
年
に
帰
国
す
る
ま
で
、
夫
妻
で
一
〇
座
以
上
の
山
々
に
登
頂
し
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
夫
人
は

槍
ヶ
岳
（
図
３
）
に
女
性
と
し
て
は
最
初
の
登
頂
に
成
功
し
て
い
ま
す
。
帰
国
し
た
ウ
ェ
ス
ト
ン
は

日
本
の
未
踏
の
山
々
を
踏
破
し
調
査
し
た
こ
と
を
評
価
さ
れ
一
九
一
七
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
王
立
地

理
学
会
か
ら
毎
年
一
人
し
に
し
か
授
賞
し
な
い
「
バ
ッ
ク
・
ア
ウ
ォ
ー
ド
」
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。 

 

図２ 戸隠山の蟻の門渡り 

図３ 槍ヶ岳 
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各
地
で
敬
愛
さ
れ
た
ウ
ェ
ス
ト
ン 

  

日
本
各
地
で
は
便
所
も
風
呂
も
食
事
も
和
風
の
時
代
に
、
古
来
の
風
習
を
素
直
に
受
入
れ
て
旅
行

を
し
て
い
た
ウ
ェ
ス
ト
ン
は
各
地
で
歓
迎
さ
れ
、
国
内
一
五
ヶ
所
に
彫
像
や
レ
リ
ー
フ
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
有
名
な
レ
リ
ー
フ
は
上
高
地
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
太
平
洋
戦
争
中

に
消
滅
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
金
属
供
出
運
動
が
活
発
に
な
り
、
敵
国
の
人
間
の
レ
リ
ー
フ
が
供

出
さ
れ
る
こ
と
を
危
惧
し
た
地
元
の
人
々
が
撤
去
し
て
秘
密
に
保
管
し
て
い
た
の
で
す
。
人
望
が
あ

っ
た
証
拠
で
す
。 

  

前
述
の
よ
う
に
「
ミ
セ
ス
・
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
」
が
長
野
県
戸
隠
村
で
開
催
さ
れ
る
以
上
に
「
（
ミ
ス

タ
ー
）
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
」
は
各
地
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
最
初
は
終
戦
直
後
の
一
九
四
七
年
に

上
高
地
で
開
催
さ
れ
た
「
第
一
回
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
」
で
す
。
今
年
（
二
〇
二
三
）
第
七
七
回
が
戦
中

に
は
秘
匿
さ
れ
て
い
た
レ
リ
ー
フ
を
復
活
さ
せ
た
記
念
碑
前
の
広
場
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本

の
ス
ポ
ー
ツ
人
口
で
登
山
は
六
位
の
人
気
で
す
が
、
そ
の
基
礎
を
開
拓
し
た
の
が
ウ
ェ
ス
ト
ン
な
の

で
す
。 

 

 

 

つ
き
お 

よ
し
お 

１
９
４
２
年
名
古
屋
生
ま
れ
。
１
９
６
５
年
東
京
大
学
部
工
学
部
卒
業
。
工
学

博
士
。
名
古
屋
大
学
教
授
、
東
京
大
学
教
授
な
ど
を
経
て
東
京
大
学
名
誉
教
授
。
２
０
０
２
、
０
３

年
総
務
省
総
務
審
議
官
。
こ
れ
ま
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
、
人
工
知
能
、
仮
想
現
実
、

メ
デ
ィ
ア
政
策
な
ど
を
研
究
。
全
国
各
地
で
カ
ヌ
ー
と
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
を
し
な
が
ら
、
知
床
半

島
塾
、
羊
蹄
山
麓
塾
、
釧
路
湿
原
塾
、
白
馬
仰
山
塾
、
宮
川
清
流
塾
、
瀬
戸
内
海
塾
な
ど
を
主
催
し
、

地
域
の
有
志
と
と
も
に
環
境
保
護
や
地
域
計
画
に
取
り
組
む
。
主
要
著
書
に
『
日
本 

百
年
の
転
換

戦
略
』
（
講
談
社
）
、
『
縮
小
文
明
の
展
望
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）
、
『
地
球
共
生
』
（
講
談
社
）
、

『
地
球
の
救
い
方
』
、
『
水
の
話
』
（
遊
行
社
）
、
『
１
０
０
年
先
を
読
む
』
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究

所
）
、
『
先
住
民
族
の
叡
智
』
（
遊
行
社
）
、
『
誰
も
言
わ
な
か
っ
た
！
本
当
は
怖
い
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
と
サ
イ
バ
ー
戦
争
の
カ
ラ
ク
リ
』
（
ア
ス
コ
ム
）
、
『
日
本
が
世
界
地
図
か
ら
消
滅
し
な
い
た
め

の
戦
略
』
（
致
知
出
版
社
）
、
『
幸
福
実
感
社
会
へ
の
転
進
』
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
）
、
『
転
換

日
本 

地
域
創
成
の
展
望
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）
な
ど
。
モ
ル
ゲ
ン
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
連
載
「
清
々
し
き

人
々
」
よ
り
、
『
清
々
し
き
人
々
』
、
『
凛
凛
た
る
人
生
』
、
最
新
刊
『
爽
快
な
る
人
生
』
（
遊
行

社
）
な
ど
。 


